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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計量された量の粉末状またはペースト状の物質を分注するための手持ち式定量分注装置
（１）であって、細長い本体（４１）およびホルダデバイス（１０）を有する把持ハンド
ルとして構成される制御ユニット（４０）と、前記ホルダデバイス（１０）内に装着可能
でありそこから取り外し可能である少なくとも１つの分注ユニット（５０）とを備え、前
記分注ユニット（５０）が、シャッター要素（５３）が付いた垂直方向に移動可能なシャ
ッターボルト（５２）および前記シャッター要素（５３）によって閉じられ得る流量オリ
フィス（５８）を有し、前記制御ユニット（４０）が、装着されている分注ユニット（５
０）に動作が向けられ電動機（２１）および伝動装置（２２）を有する少なくとも１つの
アクチュエータ（２０）、手動操作することができるアクチュエータ要素（３０）ならび
に駆動シャフト（１２）を備え、前記駆動シャフト（１２）が、前記装置の動作位置にお
いて本質的に垂直の向きを有し、前記伝動装置（２２）を介して前記電動機（２１）によ
り駆動され、前記アクチュエータ要素（３０）の方に向いた第１の端部（１３）および前
記装着されている分注ユニット（５０）の前記シャッターボルト（５２）の方に向いた第
２の端部（１４）を有し、前記駆動シャフト（１２）が、手動制御される前記アクチュエ
ータ要素（３０）の動きによって、ホーム位置から、前記第２の端部（１４）が前記シャ
ッターボルト（５２）に機械的に係合される係合位置へと軸方向に動かされ、前記シャッ
ターボルト（５２）が、手動制御される前記アクチュエータ要素（３０）の前記係合位置
を過ぎたさらなる動きによって、前記シャッター要素（５３）が前記流量オリフィス（５
８）を可変の位置依存範囲で開ける、開範囲内に至ることができる、
手持ち式定量分注装置（１）において、
前記駆動シャフト（１２）および前記アクチュエータ要素（３０）が、前記手持ち式定量
分注装置（１）の前記動作位置に対して、前記本体（４１）の横方向に突き出た部分（４
５）内に配置され、前記本体（４１）が、前記電動機（２１）および前記伝動装置（２２
）の少なくとも大部分が入れられる中空空間（４２）を含むことを特徴とする、
手持ち式定量分注装置（１）。
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【請求項２】
　請求項１に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記電動機（２１）、および
前記伝動装置（２２）を介して前記電動機（２１）により生成される前記駆動シャフト（
１２）の回転運動が、前記アクチュエータ要素（３０）に向けられる手動動作によってス
イッチが入れられ、前記手動動作を解除することによってスイッチが切られ得ることを特
徴とする、手持ち式定量分注装置（１）。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記電動機（２１）
、前記伝動装置（２２）および前記駆動シャフト（１２）が、前記本体（４１）内に支持
され前記装置の前記動作位置に対して垂直方向に移動することができるアクチュエータユ
ニット内に一緒に配置され、前記アクチュエータユニットが、前記アクチュエータ要素（
３０）に結合され、前記アクチュエータ要素（３０）に向けられる手動力によって移動す
ることができることを特徴とする、手持ち式定量分注装置（１）。
【請求項４】
　請求１から３のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記アク
チュエータユニット（２０）の前記伝動装置（２２）が、好ましくは、平歯車構造を備え
、その歯車（２３）の回転軸が、前記手持ち式定量分注装置（１）の前記動作位置に対し
て実質的に垂直の向きを有することを特徴とする、手持ち式定量分注装置（１）。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記装
置（１）の前記動作位置に対する前記アクチュエータユニット（２０）の前記ホーム位置
から前記係合位置さらには前記開範囲内への実質的に垂直方向の移動が、好ましくは、前
記制御ユニットの前記本体（４１）に対して支持され前記アクチュエータ要素（３０）上
の前記手動力の減少に応じて前記アクチュエータユニット（２０）を前記ホーム位置へと
押し戻す第１の戻しばね（１６）の抵抗に逆らって行われることを特徴とする、手持ち式
定量分注装置（１）。
【請求項６】
　請求項５に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記シャッターボルト（５２
）が前記駆動シャフト（１２）によって係合されるとき、前記係合位置から前記開範囲内
への前記シャッターボルト（５２）の垂直方向の移動が、前記分注ユニット（５０）に対
して支持され前記シャッターボルトを前記駆動シャフト（１２）に対して軸方向に上方に
押す、第２の戻しばね（５４）の抵抗に逆らって行われることを特徴とする、手持ち式定
量分注装置（１）。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記ア
クチュエータユニット（２０）が、前記係合位置に達するとロック要素（２７）内にスナ
ップ留めされる保持要素（２６）を備え、それによって、前記アクチュエータユニット（
２０）が、前記ホーム位置へと戻らないようにされるが、前記開範囲内への継続的な移動
は妨げられないことを特徴とする、手持ち式定量分注装置（１）。
【請求項８】
　請求項７に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記ロック要素（２７）の解
除のために、一本の指で押されると動作することができる少なくとも１つのロック解除要
素（４６）が前記本体（４１）の外側に配置されることを特徴とする、手持ち式定量分注
装置（１）。
【請求項９】
　前記請求項のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記シャッ
ターボルト（５２）が、前記伝動装置（２２）を介して前記電動機（２１）により駆動さ
れる前記駆動シャフト（１２）の係合によって回転し始めることができることを特徴とす
る、手持ち式定量分注装置（１）。
【請求項１０】
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　前記請求項のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記アクチ
ュエータユニット（２０）が、叩打デバイス（２４）をさらに備え、それによって、短い
ストロークの軸方向に向いた叩打運動が、前記駆動シャフト（１２）の回転、および前記
シャッターボルト（５２）が前記駆動シャフト（１２）に係合されているときの前記シャ
ッターボルト（５２）の回転に重畳され得ることを特徴とする、手持ち式定量分注装置（
１）。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記駆動シャフト（１２）
の前記軸方向に向いた叩打運動が、前記駆動シャフト（１２）と前記叩打デバイス（２４
）の間の軸方向に向いた運動伝達結合を介して生成され、前記結合が、前記第２の戻しば
ね（５４）の付勢張力を受ける前記シャッターボルト（５２）の軸方に向いた対抗力によ
って確立され、前記シャッターボルト（５２）の前記対抗力がないと、前記駆動シャフト
（１２）の前記軸方向に向いた叩打運動が作動しなくなることを特徴とする、手持ち式定
量分注装置（１）。
【請求項１２】
　前記請求項のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、読み出し／
書き込み装置（４７）が前記本体（４１）内に配置され、それによって、前記分注ユニッ
ト（５０）上に配置されている識別手段（１１）に記憶されるデータが前記読み出し／書
き込みデバイス（４７）に送信され得るようになることを特徴とする、手持ち式定量分注
装置（１）。
【請求項１３】
　前記請求項のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、鼻様突出部
（４３）が、－前記動作位置に対して－把持ハンドルシェル（４４）の上側端部に形成さ
れ、前記手持ち式定量分注装置（１）の動作状態では、前記突出部（４３）は前記制御ユ
ニット（４０）の前記本体（４１）を把持する手の人差し指上に載り、それによって前記
手持ち式定量分注装置（１）が確実にしっかりと把持できるようになることを特徴とする
、手持ち式定量分注装置（１）。
【請求項１４】
　前記請求項のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記制御ユ
ニット（４０）が、前記電動機（２１）に電力を供給する電力供給源（２５）を備え、前
記電力供給源（２５）が、前記本体（４１）上において前記電動機（２１）の上の場所に
配置され工具を使用せずに取り外して交換することができることを特徴とする、手持ち式
定量分注装置（１）。
【請求項１５】
　計量された量の粉末状またはペースト状の物質を分注するための定量分注装置（１）で
あって、シャッター要素（５３）が付いた垂直方向に移動可能なシャッターボルト（５２
）および前記シャッター要素（５３）によって閉じられ得る流量オリフィス（５８）を有
する少なくとも１つの分注ユニット（５０）を備える前記定量分注装置（１）において、
　前記定量分注装置（１）は、細長い本体（４１）を有する把持ハンドルとして構成され
る制御ユニット（４０）を備え、更に、ホルダデバイス（１０）を備え、前記少なくとも
１つの分注ユニット（５０）が、前記ホルダデバイス（１０）内に装着可能であり前記ホ
ルダデバイス（１０）から取り外し可能であり、前記制御ユニット（４０）が、装着され
ている分注ユニット（５０）に動作が向けられ電動機（２１）および伝動装置（２２）を
有する少なくとも１つのアクチュエータ（２０）、手動操作することができるアクチュエ
ータ要素（３０）ならびに駆動シャフト（１２）を備え、前記駆動シャフト（１２）が、
前記装置の動作位置において本質的に垂直の向きを有し、前記伝動装置（２２）を介して
前記電動機（２１）により駆動され、前記アクチュエータ要素（３０）の方に向いた第１
の端部（１３）および前記装着されている分注ユニット（５０）の前記シャッターボルト
（５２）の方に向いた第２の端部（１４）を有し、前記駆動シャフト（１２）が、手動制
御される前記アクチュエータ要素（３０）の動きによって、ホーム位置から、前記第２の
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端部（１４）が前記シャッターボルト（５２）に機械的に係合される係合位置へと軸方向
に動かされ、前記シャッターボルト（５２）が、手動制御される前記アクチュエータ要素
（３０）の前記係合位置を過ぎたさらなる動きによって、前記シャッター要素（５３）が
前記流量オリフィス（５８）を可変の位置依存範囲で開ける、開範囲内に至ることができ
、前記駆動シャフト（１２）および前記アクチュエータ要素（３０）が、前記定量分注装
置（１）の前記動作位置に対して、前記本体（４１）の横方向に突き出た部分（４５）内
に配置され、前記本体（４１）が、前記電動機（２１）および前記伝動装置（２２）の少
なくとも大部分が入れられる中空空間（４２）を含むことを特徴とする、
定量分注装置（１）。
【請求項１６】
　請求項１から１４のいずれか一項による手持ち式定量分注装置（１）、または請求項１
５による定量分注装置（１）により粉末状の定量材料を分注する方法であって、
　・前記定量材料が入った前記分注ユニット（５０）が、前記制御ユニット（４０）の前
記ホルダデバイス（１０）内に置かれ、自己ロックラッチにより前記ホルダデバイス内に
固定されるステップと、
　・前記手持ち式定量分注装置（１）が、前記流量オリフィス（５８）が下方に向いた状
態で、垂直の向きに目標容器の上に保持されるステップと、
　・親指による圧力が前記アクチュエータ要素（３０）に加えられると、直ちに前記接点
スイッチ（２８）が閉じ、それによって前記駆動シャフト（１２）の前記回転運動が開始
するステップと、
　・前記アクチュエータ要素（３０）上における継続的に増加する親指による圧力により
、前記駆動シャフト（１２）が前記係合位置へと動かされ、前記係合位置において、前記
駆動シャフト（１２）の前記第２の端部（１４）が、前記駆動シャフト（１２）のすでに
行われている回転運動により、自動的に、前記装着されている分注ユニットの前記シャッ
ターボルト（５２）との係合に至り、完全に係合した時点で同時にラッチ機構（２６、２
７）が掛かり、それによって前記駆動シャフト（１２）の前記係合位置からの後退が防止
されるようになるステップと、
　・前記アクチュエータ要素（３０）上における継続的にさらに増加する親指による圧力
により、すでに前記駆動シャフト（１２）の前記回転運動に加わっている前記シャッター
ボルト（５２）が前記開範囲内へと移動し、それによって、前記第２の戻しばね（５４）
により引き起こされる前記対抗力の結果として、前記駆動シャフト（１２）の垂直方向の
叩打運動が作動しそれが前記回転に重畳され、その一方で、前記シャッター要素（５３）
が、前記アクチュエータ要素（３０）上の親指による圧力により制御可能な様々な開き度
合いに前記流量オリフィス（５８）を開け、それによって、前記回転および前記叩打運動
によってほぐされた前記定量材料が前記流量オリフィス（５８）を通って分注されるよう
になるステップと、
　・前記アクチュエータ要素（３０）上の親指による圧力が減少すると、前記流量オリフ
ィス（５８）が閉じ、前記親指による圧力が完全に取り除かれると、前記電動機（２１）
のスイッチが切れ、その間、前記駆動シャフト（１２）は前記係合位置のままにあるステ
ップと、
　・前記分注ユニット（５０）を取り外して交換するために、前記少なくとも１つのロッ
ク解除要素（４６）を作動させることによって前記係合位置にあるロックが解除され、そ
れによって前記第１の戻しばね（１６）が前記駆動シャフト（１２）および前記アクチュ
エータ要素（３０）を前記ホーム位置へと押し戻し、前記分注ユニット（５０）が前記ホ
ルダデバイスからラッチ解除され得るステップと
を特徴とする、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４８】
　[0048]本発明を特定の例を示すことで説明してきたが、例えば、個別の実施形態の特徴
を互いに組み合わせることにより、または個別の実施形態間で個別の機能的ユニットを交
換することにより、本発明の教示から多数のさらに多様な実施形態が開発され得ることが
読者には明確であろう。例えば、一実施形態は、駆動シャフトの軸方向叩打運動が、例え
ば電磁手段、圧電手段または空気圧手段によって生成されることも考えられる。当然なが
ら、そうした変形形態のいずれもが本発明の一部であるとみなされる。
［形態１］
　計量された量の粉末状またはペースト状の物質を分注するための手持ち式定量分注装置
（１）であって、細長い本体（４１）およびホルダデバイス（１０）を有する把持ハンド
ルとして構成される制御ユニット（４０）と、前記ホルダデバイス（１０）内に装着可能
でありそこから取り外し可能である少なくとも１つの分注ユニット（５０）とを備え、前
記分注ユニット（５０）が、シャッター要素（５３）が付いた垂直方向に移動可能なシャ
ッターボルト（５２）および前記シャッター要素（５３）によって閉じられ得る流量オリ
フィス（５８）を有し、前記制御ユニット（４０）が、装着されている分注ユニット（５
０）に動作が向けられ電動機（２１）および伝動装置（２２）を有する少なくとも１つの
アクチュエータ（２０）、手動操作することができるアクチュエータ要素（３０）ならび
に駆動シャフト（１２）を備え、前記駆動シャフト（１２）が、前記装置の動作位置にお
いて本質的に垂直の向きを有し、前記伝動装置（２２）を介して前記電動機（２１）によ
り駆動され、前記アクチュエータ要素（３０）の方に向いた第１の端部（１３）および前
記装着されている分注ユニット（５０）の前記シャッターボルト（５２）の方に向いた第
２の端部（１４）を有し、前記駆動シャフト（１２）が、手動制御される前記アクチュエ
ータ要素（３０）の動きによって、ホーム位置から、前記第２の端部（１４）が前記シャ
ッターボルト（５２）に機械的に係合される係合位置へと軸方向に動かされ、前記シャッ
ターボルト（５２）が、手動制御される前記アクチュエータ要素（３０）の前記係合位置
を過ぎたさらなる動きによって、前記シャッター要素（５３）が前記流量オリフィス（５
８）を可変の位置依存範囲で開ける、開範囲内に至ることができる、
手持ち式定量分注装置（１）において、
前記駆動シャフト（１２）および前記アクチュエータ要素（３０）が、前記手持ち式定量
分注装置（１）の前記動作位置に対して、前記本体（４１）の横方向に突き出た部分（４
５）内に配置され、前記本体（４１）が、前記電動機（２１）および前記伝動装置（２２
）の少なくとも大部分が入れられる中空空間（４２）を含むことを特徴とする、
手持ち式定量分注装置（１）。
［形態２］
　形態１に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記電動機（２１）、および前
記伝動装置（２２）を介して前記電動機（２１）により生成される前記駆動シャフト（１
２）の回転運動が、前記アクチュエータ要素（３０）に向けられる手動動作によってスイ
ッチが入れられ、前記手動動作を解除することによってスイッチが切られ得ることを特徴
とする、手持ち式定量分注装置（１）。
［形態３］
　形態１または２に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記電動機（２１）、
前記伝動装置（２２）および前記駆動シャフト（１２）が、前記本体（４１）内に支持さ
れ前記装置の前記動作位置に対して垂直方向に移動することができるアクチュエータユニ
ット内に一緒に配置され、前記アクチュエータユニットが、前記アクチュエータ要素（３
０）に結合され、前記アクチュエータ要素（３０）に向けられる手動力によって移動する
ことができることを特徴とする、手持ち式定量分注装置（１）。
［形態４］
　請求１から３のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記アク
チュエータユニット（２０）の前記伝動装置（２２）が、好ましくは、平歯車構造を備え
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、その歯車（２３）の回転軸が、前記手持ち式定量分注装置（１）の前記動作位置に対し
て実質的に垂直の向きを有することを特徴とする、手持ち式定量分注装置（１）。
［形態５］
　形態１から４のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記装置
（１）の前記動作位置に対する前記アクチュエータユニット（２０）の前記ホーム位置か
ら前記係合位置さらには前記開範囲内への実質的に垂直方向の移動が、好ましくは、前記
制御ユニットの前記本体（４１）に対して支持され前記アクチュエータ要素（３０）上の
前記手動力の減少に応じて前記アクチュエータユニット（２０）を前記ホーム位置へと押
し戻す第１の戻しばね（１６）の抵抗に逆らって行われることを特徴とする、手持ち式定
量分注装置（１）。
［形態６］
　形態５に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記シャッターボルト（５２）
が前記駆動シャフト（１２）によって係合されるとき、前記係合位置から前記開範囲内へ
の前記シャッターボルト（５２）の垂直方向の移動が、前記分注ユニット（５０）に対し
て支持され前記シャッターボルトを前記駆動シャフト（１２）に対して軸方向に上方に押
す、第２の戻しばね（５４）の抵抗に逆らって行われることを特徴とする、手持ち式定量
分注装置（１）。
［形態７］
　形態１から６のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記アク
チュエータユニット（２０）が、前記係合位置に達するとロック要素（２７）内にスナッ
プ留めされる保持要素（２６）を備え、それによって、前記アクチュエータユニット（２
０）が、前記ホーム位置へと戻らないようにされるが、前記開範囲内への継続的な移動は
妨げられないことを特徴とする、手持ち式定量分注装置（１）。
［形態８］
　形態７に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記ロック要素（２７）の解除
のために、一本の指で押されると動作することができる少なくとも１つのロック解除要素
（４６）が前記本体（４１）の外側に配置されることを特徴とする、手持ち式定量分注装
置（１）。
［形態９］
　前記形態のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記シャッタ
ーボルト（５２）が、前記伝動装置（２２）を介して前記電動機（２１）により駆動され
る前記駆動シャフト（１２）の係合によって回転し始めることができることを特徴とする
、手持ち式定量分注装置（１）。
［形態１０］
　前記形態のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記アクチュ
エータユニット（２０）が、叩打デバイス（２４）をさらに備え、それによって、短いス
トロークの軸方向に向いた叩打運動が、前記駆動シャフト（１２）の回転、および前記シ
ャッターボルト（５２）が前記駆動シャフト（１２）に係合されているときの前記シャッ
ターボルト（５２）の回転に重畳され得ることを特徴とする、手持ち式定量分注装置（１
）。
［形態１１］
　形態１０に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記駆動シャフト（１２）の
前記軸方向に向いた叩打運動が、前記駆動シャフト（１２）と前記叩打デバイス（２４）
の間の軸方向に向いた運動伝達結合を介して生成され、前記結合が、前記第２の戻しばね
（５４）の付勢張力を受ける前記シャッターボルト（５２）の軸方に向いた対抗力によっ
て確立され、前記シャッターボルト（５２）の前記対抗力がないと、前記駆動シャフト（
１２）の前記軸方向に向いた叩打運動が作動しなくなることを特徴とする、手持ち式定量
分注装置（１）。
［形態１２］
　前記形態のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、読み出し／書
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き込み装置（４７）が前記本体（４１）内に配置され、それによって、前記分注ユニット
（５０）上に配置されている識別手段（１１）に記憶されるデータが前記読み出し／書き
込みデバイス（４７）に送信され得るようになることを特徴とする、手持ち式定量分注装
置（１）。
［形態１３］
　前記形態のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、鼻様突出部（
４３）が、－前記動作位置に対して－把持ハンドルシェル（４４）の上側端部に形成され
、前記手持ち式定量分注装置（１）の動作状態では、前記突出部（４３）は前記制御ユニ
ット（４０）の前記本体（４１）を把持する手の人差し指上に載り、それによって前記手
持ち式定量分注装置（１）が確実にしっかりと把持できるようになることを特徴とする、
手持ち式定量分注装置（１）。
［形態１４］
　前記形態のいずれか一項に記載の手持ち式定量分注装置（１）において、前記制御ユニ
ット（４０）が、前記電動機（２１）に電力を供給する電力供給源（２５）を備え、前記
電力供給源（２５）が、前記本体（４１）上において前記電動機（２１）の上の場所に配
置され工具を使用せずに取り外して交換することができることを特徴とする、手持ち式定
量分注装置（１）。
［形態１５］
　形態１から１４のいずれか一項による手持ち式定量分注装置（１）により粉末状の定量
材料を分注する方法であって、
　・前記定量材料が入った前記分注ユニット（５０）が、前記制御ユニット（４０）の前
記ホルダデバイス（１０）内に置かれ、自己ロックラッチにより前記ホルダデバイス内に
固定されるステップと、
　・前記手持ち式定量分注装置（１）が、前記流量オリフィス（５８）が下方に向いた状
態で、垂直の向きに目標容器の上に保持されるステップと、
　・親指による圧力が前記アクチュエータ要素（３０）に加えられると、直ちに前記接点
スイッチ（２８）が閉じ、それによって前記駆動シャフト（１２）の前記回転運動が開始
するステップと、
　・前記アクチュエータ要素（３０）上における継続的に増加する親指による圧力により
、前記駆動シャフト（１２）が前記係合位置へと動かされ、前記係合位置において、前記
駆動シャフト（１２）の前記第２の端部（１４）が、前記駆動シャフト（１２）のすでに
行われている回転運動により、自動的に、前記装着されている分注ユニットの前記シャッ
ターボルト（５２）との係合に至り、完全に係合した時点で同時にラッチ機構（２６、２
７）が掛かり、それによって前記駆動シャフト（１２）の前記係合位置からの後退が防止
されるようになるステップと、
　・前記アクチュエータ要素（３０）上における継続的にさらに増加する親指による圧力
により、すでに前記駆動シャフト（１２）の前記回転運動に加わっている前記シャッター
ボルト（５２）が前記開範囲内へと移動し、それによって、前記第２の戻しばね（５４）
により引き起こされる前記対抗力の結果として、前記駆動シャフト（１２）の垂直方向の
叩打運動が作動しそれが前記回転に重畳され、その一方で、前記シャッター要素（５３）
が、前記アクチュエータ要素（３０）上の親指による圧力により制御可能な様々な開き度
合いに前記流量オリフィス（５８）を開け、それによって、前記回転および前記叩打運動
によってほぐされた前記定量材料が前記流量オリフィス（５８）を通って分注されるよう
になるステップと、
　・前記アクチュエータ要素（３０）上の親指による圧力が減少すると、前記流量オリフ
ィス（５８）が閉じ、前記親指による圧力が完全に取り除かれると、前記電動機（２１）
のスイッチが切れ、その間、前記駆動シャフト（１２）は前記係合位置のままにあるステ
ップと、
　・前記分注ユニット（５０）を取り外して交換するために、前記少なくとも１つのロッ
ク解除要素（４６）を作動させることによって前記係合位置にあるロックが解除され、そ
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れによって前記第１の戻しばね（１６）が前記駆動シャフト（１２）および前記アクチュ
エータ要素（３０）を前記ホーム位置へと押し戻し、前記分注ユニット（５０）が前記ホ
ルダデバイスからラッチ解除され得るステップと
を特徴とする、方法。
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